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道 標
コンピュータで指示を与えれば，機械が自動的に動い

てものを作る時代から，機械が自分で考えて動くような
時代へと社会は変化してきている。2030年には，今ある
５割以上の仕事が，ほぼ全て機械に置き換わるだろうと
いわれ，今の子どもたちはこのような急速に進展してい
る情報技術の中で生きていかなければならない。
平成29年３月に公示された新小学校学習指導要領で

は，各教科等の特質に応じて「プログラミング教育」が
位置付けられた。具体的には，「児童がプログラミング
を体験しながら，コンピュータに意図した処理を行わせ
るために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活
動」を計画的に実施することとしている。

発達段階の初期での必修化については，将来どのよう
な職業に就くとしても時代を超えて普遍的に求められる
力としてのプログラミング的思考を育むことが目的であ
り，コーディング（プログラミング言語を用いた記述方法）
を覚えることが目的ではないといわれている。
今後，各小学校では，プログラミング教育完全実施に

向けて，指導時間（教科）・指導方法・指導教材などの課
題に直面すると考えられ，指導に不安を抱く教員も多い。
本号では，時代を超えて普遍的に求められる力として

の“プログラミング的思考”とは何か，さらに，小学校
段階におけるプログラミング教育の在り方について探っ
ていきたい。
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